







A Study on a Linkage of Improvement E官ectby the Road in Local City 
Yoshiaki HONDA， Yoji KAWAKAMI， and Tetsuo KATO 
(Received Aug. 31， 1991) 
The aim of this paper is to make clear the effect of road improvement in Fukui city 
by using population and land-use data. 
As the main result of this study， the chain effect diagram is shown. In this diagram， 
in principle七herelation of cause and e宜ectis b出 edon the existing theory. To explain 
the chain effect diagram， some new methods to me出 urethe effec七ofroad improvement 
in terms of built-up-process and accessibility are proposed. 
And with a view to making up the diagram， questionnaire for the residents on the 





































































































































































































































9.C/J ~.日 6. 日 8.0 1C/J.(/J 12.0 tA.0 16.0 18.0 20.0 22.m 2~." 26.0 28.(/J 




































o 10 20 30 40 分)
















a 6 ~. 1m . 12 . 14 -16 -18 鋼一包.24 . 26 28 
7 9 t 1 13 16 17 19 21 23 .25 ~ 
日 4 
s 



























































































































12 北部第三 80.7 50.7 44--59 55 111 -8(47) 21 
6 西 部 115.4 88.4 39--50 50 96.5 -4(46) 20 
7 東 部 140.1 103.7 39--50 50 53 -8(42) 28 
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Aj= 三二 a j 
j=l，jti 
aj=SjOHj/Dj2 
a j ゾーンの「行き易さjへの jゾーンの寄与数










S j ゾーンの商業地面積率(%) Hj ゾーンの住宅地面積率(%)
Dij 聞の時間距離 都心ゾーン
これらのモデ、ルを用いて、連続立体交差化後のアクセシビリティーの算出結果をゾーンごとに示
したのが、図-1 6 (Ad および図-17 (Bi) である。連続立体交差化前後を比較すると、
Aiは1.2の伸びを示し、ajは北陸本線の東側、特に福井駅の東側で増加が顕著である。Biも
l.1の伸び率を示し、 bj もaj と同様に福井駅の東側で増加がみられる。
このことから、アクセシピリティーを用いることにより、連続立体交差事業等の都市整備の効果
を予測できることが明らかになった。
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図-16 都心からの行き易さ 図-1 7 都心への近づき易さ
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するため、 2車線道路がよい。 4車線道|が5万人から 10万人確保できるところ
路は中央分離帯が無い方がよい。 I学校等の周辺施設
交通量一営業時間 (AMIO:OO~PMIO:OO) の前|路線周辺が市街化調整区域の場合は立地しづ
面道路の交通量は1万5千台程度あるの|らい(一次商圏人口を確保できない)
が好ましい。交通量が増加し 2万5千"'1目標となるような核的施設の近くが良い
3万台程度になると、渋滞し出入りが困
難になり売上げが下がる恐れがある。
その他ー商品の搬入しやすいところ
交通量の多い道路で分断されていない所
ネットワークの良いところ
業務 l施設へのアクセスは少数で限定されるため、|施設周辺の住民に迷惑をかけないように考慮
物流|高速道路のインターチェンジ付近や、幹線|し、中心部より少し離れたところ
施設|道路へのアクセスが容易なところが条件 |施設周辺には人の集まらない(賑わいの無い)
ところの方が良い
特定少数の顧客を対象としており、人通りの
多い必要は無い
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7.まとめ
街路網の整備は、これまで緊急性や重要性を勘案して優先順位が定められてきたが、ユーザーで
ある住民の立場に立った整備のあり方を考える意味からも、整備効果の因果関係を数量的に明らか
にすることが重要になってきている。本研究はその因果関係を明らかにするとともに、これらの分
析の過程において、公共施設の整備水準を表す新たな評価尺度についても検討を行った。
その結果、次のことが明らかにされた。
①都市活動の促進
都市の骨格として街路整備は不可欠であり、生活基盤や産業基盤の整備により都市活動の活性化
が図られることが明らかになった。
②迂回の低減
橋梁や立体交差施設等の分断解消施設の整備は、迂回の低減に効果があり、都市の均衡ある発展
に寄与することが明らかになった。
③商業・業務施設の立地および人口増加
街路整備は商業活動を活性化させることが、商業・業務施設の建築床面積の増加や土地利用量の
増加から明らかになった。
④面整備のビルトアップ・プロセスに対する分断の影響
面的整備は地域の発展を限害する分断要素によって事業効果が異なるために、分断解消が面整備
の事業効果をも高めることが明らかになった。
⑤アクセシピリティーの向上
街路ネットワークの整備によりアクセシピリティーが向上し、都市活動の活性化の原点であるこ
とが明らかになった。
⑥住民の心理的安心感と地区イメージの向上
地域の分断を解消する街路の整備は、住民に心理的安心感を与え、地区のイメージの向上に役立
つと意識されていることが明らかになった。
なお、本研究は平成元年度と平成2年度の2年間にわたり設置された「福井地区街路整備効果研
究会Jにおける討議において、いくつかの重要な示唆を得ることができた。研究会メンバーの(財)
地域環境研究所松本隆二氏、福井商工会議所経済情報センター浅井光氏、福井市開発部鈴木七丸氏、
福井県土木部山本連氏、児玉忠氏、長村一男氏、池田達昭氏、稲葉隆夫氏、田中利治氏、近藤幸次
氏、和田義員'1氏、三和測量建設川村一治氏、八幡智和氏の各氏に謝意を表するものである。
また、研究のとりまとめにあたっては、福井大学生(当時)の福田泰育氏および志村紀昭氏の労
苦に負うところが大きい。記して謝意を表するものである。
